
ウィックガーゼ交換方法

ウィックパンにすべて収まるようにウィックガーゼを入れてください。

※ウィックガーゼがウィックパンからはみ出している場合、正しく湿度制御ができなかったり、

 加湿⽔消費量が多くなったりする場合がります。

※＋100℃以上の温度運転を⾏うと、ウィックガーゼが硬化し、吸⽔しにくくなります。

 そのまま使⽤を継続すると、正しく湿度計測ができなくなります。

※ウィックガーゼが濡れていることを指で確認して下さい。濡れていない場合や、

 ウィックパンに溜まった⽔が溢れているような場合、⽔位調整⽅法を確認ください。

交換時期目安

・1ヶ月使⽤時。

・汚れた時、または硬化した時。

・100℃以上の温度運転を⾏った後。


